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Cほっ

｜展！末｜風！ょ7工l
武家の礼法

一小笠原流伝，1；：展一
1. 17凶～3.22（日）
(2.19剛 ・20働直示日体重l

、＇ I え： l•H が1i/i·11設する「小笠IJ;!iiiU.L;, 1｝：」とれづけられたがJ500 :.'.i.の資料併は、 ,li'J. ’x礼法を’if.：峨として代々 l(•J民；涜に ii:

えた仰JI品1·~ご（文政 13 （ドに小笠IJ；（に己主的：）に伝わったものである

•:i/Jlil;J家は、はじめ，＇j'山を粉、し、 tJ] （~弥次 fi；待1 ：心令の11.'1' 1ニ、家l.)l' の’本 I~~ から幼少のJ官 11'1：に l;f~ し、代々 I (•Jl~iiti ！こii:

えた’主・であった ，也、令の r令IEl I j: 、父のj立~J'( 300 イ i を i':li！ぎ、寸1.'1＇川、li'.Ji-;<(j· などをも勤めたが、克文 l lfl'. (1671）消

iーから、判｜品lとはk’I:し、市トしの家となることを命ぜられた 令11;Jがは!Itを命ぜられた判｜品liltは、必のゾ〈’本・の姓に

あたり、克よ3（ド（1663）すでに、令11;i::1:.、引の，；i!JI品J•J!F Ii. { i1!fi門い•I ~：日から、 I (•JL~i涜の，；／＇； f・しについての｛ぷJ受を交けて

L、た ζ の’：i/Jlil;J ・~c"I 主、 :.;11rの，＇l',f_,f、(Jtp’.＇1：ぷlEJの11.'1＇！ンネー 1￥にii：え、長 f必勝Ii~；ιに ii：え 、 店~／（.fの総本となった

が、次 i'-IEJ ：＇.~：は、｜公‘！と店、，＇；に ii：え、 1去に災 11'1：に ／；s：， した この’ネーには、氏本・，；／＇；礼、イ Jll設は’xの｛ぷ統があったものら

しく 、jEj＇.＇.日が令い｜に｛ぷえた礼法は、必 11、｜から（.L；えられたものであった WHIJI出i；滞の礼法にj凶じていた11;1：：~~は、

立よ 6fj＇.にがJ没するが、’l:1iliに消に知lfi"をj区｜：してお・り、このため、、1111.'1＇・近Jfが伐を γIJt~ っていた l正取が、 i漉の命

によって仰JI品1·~どを制：ホし、この’4どもトLil}jなどのl肢を ＇ii!Jめた

. }j、令いュ｜か＇＂： i/Jlii;J!l'I:をr.来1 て、“自トしの’毛どとなったのは、令IElの礼法についての／；II議 ・伎はと、滞 j:_の（，i"(f:に
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よるものであったと店、われる

判lii;J ’本 Ii 、 i,fjlf!ll]'.!f{'i" に以し、役11技では、小姓、。t;:p；＇~ （件、 i剤11］、納げなど、 iil'ii＇.の（!!IJ近く ii:えることが多かった

.. /'; t·しの家としては、公式 1i" ・ l~の｜；示、見付のうちは~｛＼ iI: IJ：とを ＇［！}Jめ、、＇Ii：となると、 kl~礼、；l:.Jlll なとPの儀式を実際

l 二 l収り｛｜切る i,fjl/llf,f:：を ~i}Jめた

IE！命の代までの • ：i/JI品l復が、，，11; tLの家として儀式の｛剤｜川｛系を勤める｜涼の礼iLは「御、＇I’￥m1：；よ」と H予ばれるもの

てーあった これは、 Hifitの礼法というものではなく 、I（リ民家の礼法とも B；うべきもので、，1J-;f.とからの礼法と家／，Jt'

ru之の↑l'tf§1jを，，，心にぷ11・｜、 IEl ＇·＇.~~から｛ぷえられたものを ），~ ィーとし 、 I （必i涜代々の儀式の↑"l'tf§i］によって形づくられて

いったものと汚えられる ところが、／i.{UllElf!11iのII.＼＇、九代滞 l:京雌は、中i/JI品l家lこ対して、小笠IJ;Iifitを’予ぶこと

を命じたのである ’ムーノk9（ド（1780）、い＂中 Iiiは、見向，，，の鰯

j’・I El仰をfr－；てj[Iiの小笠IJ;f'I'・ FJ!ti’~－・へ人！”l した 以米、

判li•l本代々の‘＇I i：、焔 fは、t[Iiの小宮IJ;I’ネーで小笠IJ;I流を

’・；：：び、その｜校に、小花／J;f・ゑ・の1i/j・11注している｛ぶ，1；.を，lf-'lj'.して

Jl•hil ったため、小笠IJ;f 祈Lの （.L;, 1 ；： カず’；•／ Jlii;

となつたので．ある ちなみに、；1:1i（二i・:ii-(1：して1-Lilを，・；と〆公

のに混lした半王＇i＇（は、すべてiii'i'i＇（によってHfiわれていた。

~；·； 11主が仰JI品l家に入門を命じた小WJ；！’ぷは、 Wtf.;.h~J(.f に iJ: ： 
え、， j 白！！~f·f.i に↑妥れていることて‘先11 られ、，七lllf ·,{t の •I •I:（（ 、 ｜ 

』；c郎の小笠原家が前川弘／（.fのt.l.！＇~，lj文夫(:ijj；，伐となり、伊勢氏

「·~Jjj,'f.j小笠原流~W;ii.Jifi~•Jfw物次第」
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と 並んで,i1~J(.fの欣夫儀礼を扱っ た。 これによ っ て 、私If子以退後

も、一政はれ地の”日大名3主’lこ武家政夫の｛三段をも ってiJ:えた上J,)

イトが多く 、i[I i ll .'d~ には、｛訂／~~小笠JJ;i家系の、｜乙 J＼術家と ）；（ ml系

の縫殿U)J家が、武家礼法、J.J . !!&111文 ’'.kの家として －＼＼~J(.f に iJ ： えた 。

;:u; -l1'~ 1ffの諸礼式は初miにおいては室JllJ,h＇~）(.fの政’）.f を l.~;f とし 、

漸次、 ,i;~液体 :ill ］ のJlj! ；念に 1~ ／ J して 1淀川 されてい ったもので、 家制l

HIJ以降、 綱吉、背宗にかけてのH、li'JtJJに完成されたとされる。小

笠原家はこうした11.'i'WHこIJ .！＇＆儀礼の制定への参jilfjをはじめ、!111

11皇 、 誕生、 J t!Ji1 なと’の消」：＼JU~の i剤l川係などを勤め 、 －＼＼~J(.fのネL 1去

を伝える家としての！J)J）；を陥伝していったものと 符えられる。

宗H主のifi11!： には、税政改•＇1＇； が1 j・われ、職；／IIいや市；／11／などにおい 「武よ1・之f.L;,1；」

ても五々 な己主／（が1j· われて い る 。 ·~JJ 岡家に小笠原流を学ばせたのも 、桜山の消札ょが鐙f1iil されたのに PF っ て 、 i-IJ

式を基本としていた！副長秘の礼法を改革し、終的しようとしたものであろう。判川家が、iD1でγ：んだ小笠原流

の礼法は、／1i］家の以iLの辺JJ;＼で鴻－Lに｛云段されるとともに、滞校lリIf命立においても；講義された。

4ザJI出l家カミIE/1/!j 

び、そのllとんどが当文Joi(に伐されているが、とずの（.L；、’i；のMi麦にも、 「奉1¥'{,iJ.1i’1j:.f>1也」という文言がれじされた

市.（；－の！処J：がある。同中iiiの代には、 1':1k9 ｛ドから）（Iリ15｛ド（1785）までの 5'l'・ll:Jに76「｜二151/II｝、 I E/Mtの代 に 、 －~·：£政

8 ,,, (1796). 9 ｛ド・12::1二、予.f:ll3 'I'・ ( 1803）で23('/・ 35 lllJ-、IE／軌の代に、文政 5｛ド（1822) 6"1'・ ・11＇ド～j訂以4｛ド

(1833) , 6'1'・～10作、 1Jl、化3｛ド （ 1 846 ） ～；；~ノk z iド （ 1849 ） で175 （’！こ208 11 1｝ が ， l }".Lj： されて い る 。 も っ とも 、 1'1'i )J(l'・J 

に伝，！？を川：1デした／Iil軌の代となると 、1;iJJ/li';j’家の礼法は、ほとんと小笠原流の礼法と変わらないものであったと忠

われ、文政13'1二（1830）には、長いU:JのIEl•/Utの念l似がかない、小笠原姓を名来ることが小笠原平兵術家からJ「 さ

れた。これ以後、中i)J同家は、小笠IJ；（姓を名采り 、次代のlE／＇.；＇.，＇：の 代をも って！リ11白紙析を迎えたのである。

i見在当文庫がJi）（－泌する判ll（；］家の資料のうち、そのほとんどは、IE／中iii以米 ：代にわたって23：された小笠原流のμ

みである。その｜人l作は、，＼f;礼式から兵法、JJ .！日術、さら

に礼式に fr’ う縦型、折1~ まで、 小笠原流（i ,I ：の令貌に近い

ものと；＼・ える。 このほか、仰いlみ．の5リ~ , 1 ；： 、 l( •J長漏の脈礼の

i,fjl川係を勤めた｜深に、役人111］土でthf，.渓 ・j主主主を行った，1；：状

rn 、 i向l川 WI など 、 lt •JL；端の !if竹Lの倣 f を j; JJ る資料なども；＇＞；－

まれており 、i寓政資料としてもJ.M!I味深い資料i作と言えよう。
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「名古屋叢占：三編」の概要

l 己リJH'.!Jfぷ＇•＇（ 件の側主I)・ ；；！~tojl'.＇（件処と L C、九｝jj{1iより：：＂： jl、，l'H1lliを交けております If,1 1)/;lj~ ， 1 / :.f吋」の l'l)(j・については、この附l
でもたひとひニ行｛介していま lーが、JOCにうで20111；』l'13lllUでが11',J日iされてい王 1- Jj~Jk ,1ト｜｜については・＇ iflJ,i1·111Ji から f"Jl11I かの変！とが
あり、 J’r,の｛：'it；）＜に Lこi主必をお・かけし正したが、配本川以も伐り少なくなソて 3ましたので、もう ・Ii_1 f, 111/;lj殺，If：.~i.o\J の件］
存!i'.-41｛介しま 1- （女t'Pはi玩fl]~"r) 

第 I ：巻 尾~家系譜集 一 ( ~＂＇＼ 20 1 11 1配本）
’印！系』；丹J （注1,:;cw必）？卒、 lt.':{\:l(•Jl~ ，；官 f:. とその本店長の系J丹と ~~tr.~の.lHm な..cHllとの併1刻で、 J14?i、大久保 ・川川久保・主力の
りi)",i：.＂を；~む 1r:;1a諸政！とfilf究のm本'.l.!f'+として，R要

第 2巻尾藩世記上 （ ~＇＼ 14 1111 同じ本）
l(•JJl浦 I.ド11J;}l;1 1 '1]11i がllJlif:rJJJ日lに押した 11.J提出•JJhi高辿：tilふ市111:,:c」 ({(f\Vlt:• l• :J.と 1·x1, 1ト館店主）の制主lj l 己 •J/l必の1& .~.から Iii漏までの
通史資料として f1Hif1i（があり、 .ix述 l人n＇~ L f宇｝jf(Jiにわたり、れすt／＇トと M！！＼！している，.：，；.が特色

第3巻尾藩世記下 （~＂＇＼ 1 51 11 1 円日本）
1,;Jじく p11J:}1'.i''Ct市対＇i調J:f.!f 'iilJ f;j：ドJ<JU1i¥官t1l1:J.と1・x1,1 1館政）の猷1刻と｜ド谷の~i'.. li. および l谷の総 I I 次を i正ねた l(•Jll滞 ： J'. 1＜を収i占

＊第4巻 土林汚濁続編 （抗 6l 11l~t'. 本）
lf.:H5 ～ 1i:I~ 6 :1＇.ーまでに il:"i'＼したnu.:n1：の怖のl(•JJl ，；官 ｜：の系 g；再処 r I十-l;ilf:il11J J ( rれi,1,-1自殺，作品t泌』あ 17 ～20 ~き）の l11lill .泊
以である Il:t,f; ilF ilnln'i.潟」 <iii＼採：l1!k:1・x1,1ト館必）の創主lj Jtにt.t:・I＇・イt1l1福で、；u'11’JYIまでの作家の系治をたどることのできる

¥.'.ii'+として本;f＜・体とみな十べき＇，＇（ 川 本よの｛也、 “行本点、 O-".id1（終ぷ •Ji :fl\.: 1＜、1ifJl二・｛上白・年代 ・・11t胤I!.!'.J＜、消支出.JI品-lJ一
見、’1キ~ .覧う＇［，を附般

第5巻尾張年中行事絵抄上 （抗16川配本）
l己引；fキJ也に｛ムわる：J'.1I '1 f'li を .iH立 11f1j とよ引で~i',.li_ したり己引l ：ド 11 1 1r· 1 ~m'.J.I」（ ~t 
i ）~よJoi(・磁）のカラ－：；！~t'Pおよびi1i1Jli1J 'JiU！長I必l1.:c」 ＇ J 己 •JJl r.，防 l"XI~－~」カで IIr, ~ 
M’Hl，市 I:,:・:i }J Ni f, ；（鋭敏l伝）がII免：r，に作～秋（ I～81））を月わし、没後 ll出Jlf,
1•1r 1・x1 会」の｛＼＇r,として 11r.な小川ll!Nit:がI9 I Jの；'ll；」を加えた 本Jト!J、：f.;J～
3 lllfが’ゲr.不明、あ4～s111rが作g［り、 C!'¥ 6～13 lllrが似獄！信l’l‘作、あ14111；が作
ii: I I 'ttで、 l'f ,;,:1;1大物のIIl店主のため H/1れの~.Jr. もかなり I,.'. うけられ匂ものの、
本ボの i1'J市 ~11'liりと色杉lよ尖われていない本政.＇1では、均ラー；；l~l:IJ に側主1) をm
L、・＇Ill与の？？礼 ・風俗 fキJ世のJ;.l);(".'i：をそのままの形で1呼i見し、 I,.'. て~~しめる
資料とした ｜巻には l～4I I （お I～5Ifけ）？を収録

第 6巻尾張年中行事絵抄 中 ( ~＂＇＼ 18 1111配本）
1,;11・. 111.｛さには5～6If ( :j¥ 6～9 Ill［）を収録

第7巻尾張年中行事絵抄下 （抗19川配本）
l••I !-. I；与には7～9JJ （お10～141111i を ~u止。

貴第8巻 張州年中行事紗 ・尾張俗諺 ・尾張重遊集 （~＂＇＼ 21111配本）
・m川W1l11i"'li宣告」（産flt背中央l'Xl.'Hti'：店主HJ.1ifJ.cl!1l(•JJH-1l11i· ·!ifj＇.妙」が J.:fj~Hflの 1＆収であるのに汁し 、 llJI 剥／ JYJの1(1Jlの ：r • 1•11· 引を Ill!
らかにする ＇J引JH谷波J( '1!1i:よJo］（~）；土、必 1k ～ J~fj~ :r.川の！引Jlの，惨をいろは附1 に、Ii＇.；べたもの 11(1/l•il:i笠 llu （久野 f~Hl iLI:店主） lj: 、
幼児の泣倣 ・ わらべI~！を u,u した I /(•J/lojl:j笠 Uu に I r L り：I~ · rまり：lkJ~介 111；したもの 創主1)

女第 9巻松，誇縛筆 （抄） 上 （お 7111！配本）
γ’， 1;1奇111/i. に 1~1-1－るあらゆる • J ij1q を HA した l ノ亡J11i. ；』A,1,-j.占」（ r r. ,1;1合！殺.＇H，ヲt占凶」抗13～W｛安）の；存r.としてイir.~ l 己 •JJ』 t；令 1 :1λ付i’ ト
i唱のf,fi't'iぞ 1ilJJ日と I I公1J;t•;t 

官崎第10巻 松；稼悼ilE（抄） 下 (!M3111J同じ本）
｜’;JI: H主！J汁Iif泣l日lのH

官t第11巻 楽寿筆重l・続楽寿2在重l・十如是独言 ( ~れ‘ 8 1111 円U イ〈）
キ己』，，.；：：の’オ、系として Ii れな， 11J 付。もーの l人l 、／（ •Jll店 ＇ I ~物 J,*11' － よ会，＇~Wの fj1),;'): r. として知I られる ;f.;~liの f,fi 'Ii . 1iH.1 I '.!fi Wt'ii寝1E・続 J
( {((¥ ！~f ，，，央 1·xl,'fr.J＇：必）、 rum11~ に｜’l 1,j-の人’UrJ/.・社会員Jlからhit.,;l';t；~を刷｜えた l 卜 1w ：止！~！＇ i"J （！”；IJのt訓告1),

女第12巻葎の滴諸家雑談 ・家事雑誌 （お 1＇＂＇配本）
iり j ｛，白’•：；： rt·川llil'J!f •if. ＇告が J.:fj'. 15 ～11/J 治 6 q'.の I/ii にさまさまな陥Mの人々から聴取した · J ~ltG を＇t'iH した 1 i{iの ii前J’~： 1it.. :liJ （溢1,:;c 
w必｝、安市の身辺の・IHtqを，，i.'.JAした 1・t・・ji1jf，，，＼＼」 （！”ilJを品:fl五1) ~~－！＜の l(•J/l .iCH~人のf!llJ1fii ＇.ととしても，of( '),'i

第13巻天保会記 （抄） （第161111配本）
l(•JJl ，市 l :i:tilltfr.λ か、 l’ l 1,j-I., Mしたl!/!llj；、人のl1iJ/if会 IXI~~~~」の Mt'. Jじ～ ~·r,,k 3：ドの｜！日の，：ci.止をまとめた随‘庇 IJ.:fj~会μ己」を、
寸の，：＇：j ・f; 制ll~f'l'f.i告が抄，＇I＇， ・吋比した Lの ド11；：•；よw 本を氏本として品目却l iをT'IJ:.1守克の身辺．：じ’Ji!.,tl、。

女第14巻金明録猿猿庵日記 ( 'l'¥12川配本）
,:":j}Jfolif，；の＂/,i:1k～よ政；1'・1111のl1 .• c' ~JtllJJH」（小付 lif '.l＼：~）の副主1）で、 ・Wz1ニIliHlf;I信11,icJとして Iif, ( r f, ,111;1，役，11JC!¥17J..i'に、
. ;'H；収録il出JlのJIけ｜｜控lf谷 Xf1見 ・ ？，~IL 1；にぶしいが、本，1 f1Jf也のり．本 l~Jl；べて本立：の）\lJ1i］が t くニ：liWJfff，・，： c · J i が ft', ’）~ している

.＇.＇！.がり色

＊第15巻尾張方言資料集 ( ~·m 111 1配本）
けJi1j1HfJ1ili: .. ,_ 111".•J/Uj' fJ（逗んよw必）、，[Ii,i／＼との比較が持色の ＇ 1！＜ か IJ り（ 1ifJ細）」（加Jt!if；縦ric~lUi, r J •11広 · I出）、［也lEJ人の）j
,¥"l;fU代による l;Jl.f!3 }j, j・ ll>J (! EJ •t.l iiJ,;l\fi/f究所正面）、 ~!\1111:·;f(illi).i.!!の ）j' fをHAした I·:;•,",)fl:, f ~とーの MifilJ （＼＇ ~i有u:w店主）、 干支j日l
Gl),,,'fを近11トl谷品で，i：千にした「官L，丹..1~前’」（ 1/11/I 久犬LI:必）、近 JIそ 1谷.mの成、I を， 1,-g1lから解明す~「！~.l!lfi'J (Iυ；I)の六組の側主1]

女第16巻償井也有全集 上 発句・ 和歌篇 （第 31_111配本）
i [I ’•！ IJYJの l(•j／~滞弔 r：•.で f.JI＇人とし c lif, 'j:陥Ji'一也Iiの全処 I ：｛さにはだ ~·Ji司として「鋭角~lb」 「ありつの、」 「iをありづかJr Iii 
ありつか」 「綴の市民」今、 111:1~1;,\ に：土「・ 1；·~（ j 尚一」 「縦ι:u，」をWk !t に tJJl•J:ki•J Iを附。｜世

＊第17巻繊井也有全集 中 俳文・ 俳論俳話篇 （お 5111！配本）
l••I I: 111－＆には也Iiの－；：： ..r· が1~f>J（される俳主、 f.JI＇冶俳，l,f；を収める J IJU: mに「泊代」 「絞fillJ..ぇ」 「5岳災I持J".Ii；を収録し、 f守口：：:w
f,'.;}!•JI HH十俳治!JI＇・，.，f;i:.11J ｝.•叶史H 」「41；・ 114市J 「くだ見爪」「（l'·J なし」「111ifl あられ ＼o) {t」「凶口、1;.:J'!i：を・l占せる

＊第18巻llA策弁也有全集 下ll漣 句篇 ・漢詩文篇 （前 91.111門付〈）
川｜ ，＿.必 l)には述~ •) mとして「本のみill!J「；J）：、f1!1Uの’令」「~f Ii ;1~ l~ ！ ll'; \L」「［也 Ii辿 ~·J U;J 」「！JI；；，＼＼；先制 r•JI •；.：」 I (f;'i~＇.止；）＇：日］」
「日ド”時泌Nl:t在！＇＂ll';J1：にin:oJ叶Jlをrnし、泌，；.'i,( mとして r~Ii 限付」 r~｛，＇窓仏 ；＇r.( l」を~｛める

女第18巻（2焔井也有全集 下（2）狂歌筋 ・談義筋 ・伝記資料篇 ・追加篇 ・参考筋 （第10111！配本）
J,;J 1-. 卜谷1 2 1i －：土、 ff:JU1~ 「 i j・ I; J°-J • ,,:k災州「~f)<,,Ji」 「小.y.：飽Jを1:."ll主1)L. 「也｛！大人l!lltll！；弘A "FJ11flltt 也 {i;j~戯作J を：；i~t'P
て!JUJ ｛ム，.c ’＇＜cH耐に：土＇ I品 wv：.：~ 知lfj· よ. ＇ ~J 1 .,: ~： I:' 1.llfl'i 'i下御・11:目＇1」I 'J'f J)［述11JJI ,lijlljJ I (}lo z，持少の器産JI日Lイl11二消」淳、
追加l制で l：～ドlllのilliltlをl11iぃ、参再；l市に l,1; I＇.祢trH」 ’立：！！＼！1111.'1」を以・lill、巻末に研究文1iiJ；、lIHをHH

女第19巻 物品議名・ 物品議名拾遺 ・孟本草会物品目録 ・泰西本草名疏 （お41111配本）
J丘 Jll:i壬、 rn1の l己•JJl 1ζ市；：：1引If；（，，＇：ごあつ、 1),?i t日ピ片 物仏，.；＇／（
,; 1 f.1< •;.: M句品llH」｛｜』’i、λ’yエ デンのh’1：／句.・，と行ナ λ ンベリ一片．「7U一？ ．ヘ，ヰ、二 IJ」を｛）子111,iI：介カ、’；I~ した「楽l川本 1;0:
行政 (j1iJ）を：；1;10/1ClllH f世i主:2::.'. ~ ; I 己似 ，；1；， ~1; l 本としてたしい 1＇~色11111 奇岐せるため 、 ；＇ii;li-il’j l二カラー；；~I~tollとした

第20巻索引

';: .t··~··； I 1～13 ｛主をこ1ll・刷、たときました仏i~o 安 l 1 修；， 1ド.：~＇ ;f; ii::’l：がllllf:ll6l fド21 lに、；f¥8・151.l'をご1tl、11いただきました芥｛－Jlli作

ィif;A:’1＝がJiij10) lに j;ijlj笠去されました ，，..，，んで尚1~.n1.＼をお fl[ リ IJI し 1·.1 fま1-
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出版物 覧
f, ,1;Mdi;:1'i,b：文IIH泌給うfW 1-1 H( S 50年干lj) 3' 5001-1 J 名古屋叢書三編第12巻（s 56年刊） 3,000円

才IlfJ 1¥. di；査11：文Wlrl-,1：分tllllH( s 51年 FIJ) 4, OOOP J 

4ノ， , 1 ，民 rh注右ー文w,r，文 ~1:: 111絵凶lIH( 同 ) 2, SOOP J 

1己的久弥コレクシ ョン llH第一～三集

( s 52～55年 FIJ） 各 l,500PJ 

f, ,r,-tt_捻叶（j}J'~ni ） 家づ｜ ・ 総 11 H( s 53年干1]) 2, OOOPJ 

f, ,t,-hl_；恥1：：統制索引（s. 47年刊） 700PJ 

;y,,1;1￥.；接持続制総目鉢（s. 44年TIJ) 400f!J 

,1千本隣組図鉢第一～三集（s. 55年11i版） 弁 300PJ

II '1＇の 11;.!JI~ ＜必 Ir:文w図鉢＞（ s 52年HJ) 200PJ 

注／..，・：文1＋・iltil氏物語図鈷（ s. 53年干1]) 300PJ 

蓬左文庫所蔵古地図複製 No.1～No 15 ( S . 55～61年刊）

各 1'800円

御本印型書鎮（s 58年製）

掲回文庫蔵書目録（ s. 58年刊）

蓬左文庫絵葉書＜8枚組〉（ 同 ） 

蓬左文庫図録（ 同 ） 

1, 000円

500円

300円

1'500円

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

第8巻（ s. 57年刊）

第16巻（同）

第19巻（同

第17巻（ s. 58年刊）

第4巻（s . 59年干lj)

第9巻（s. 60年刊）

第11巻（同）

第18巻（1) （同）

第18巻（2) （同）

第15巻（s 61年刊）

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3 000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3 000円

3,000円 ｜（

3,000円

同第2巻
一尾藩世記 上一（ 近刊 ） 3,000円

I> I> b 利用ご案内 寸<J<J 

同第14巻

一金明録ー （ 同

同第10巻

一松海樟筆（抄） 下 （ 同

名古屋市蓬左文庫

〒461名古屋市東区徳川IHJ1001搭地

宮（052 )935-2173 

育以 ｜の 11 \l:N物l土、 '1＇幻，i (·j·；務主において I)(［イIi しています。 昨j)j三 :/Ii ＂＇！！ の )j は ~q；送料が必生tですので、お 1 g1 し、イ？

わせ下さし、。（ただし、，1,I也l:<Ir主製は郵送不可）

［＞閲

［＞開館時間 午前 9If寺30分～午後 5時

［＞休館 日 毎月 ll /1）日 ・ ~l 3金ll/1）日（館内務理！日）

/BB~に重なる場合は日叫！閉館、月 ・ 火休館l
祝日 I 'I \)jB~ 11 月・火休館 I 

年末年始 (12月28日～ 1JJ 4 Iオ）

覧 館内に限り、館外貸し出しはいたしません

（閲覧料）普jffi図書無料

［＞展 示 ｜抱If.r 1r'~~ ~！；：の－ ｛fl＼を展示

（特別展を｜徐き入場無ギ｜）

［＞複写サービス 普通図書のうち、保存」：；；［~科のない

ものについて政：写サービスを行いま

す。その他、マイクロフィルムの利

用、写真搬協の申諮を受け付けます

ので、ご来!!IIの上、ごキIrn炎下さい。

（〈れl

r,ttノぐス「牛；j世ヶlfi(Ji1f1i」h
〈栄 か ら 〉 中〈ス仁豆互コ「 •） I ilJ」「1’I[11ヶri：」

「Jr.,:.. 

「朝； 11 ：歩！~ J 1マ 1Ji. 、（，［ Jt• 4分

.！，空＿，.，，，，，，；・
”Ii＇’‘ス r.fl.，、ス
'l!ill＇，水」

「蓬左」第29号 会昭和62年 1月17日発行カ編集 ・発行 ：名古屋市蓬左文庫（東区徳川町1001番地）

会折、料 交不定WI刊行会印刷 ：大同印刷株式会社 （東区泉2-3-18)
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